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.き､ (2)7r･G-(1-7T)･L､つねにNと応えるとき､ (3) 0という利得が期待でき
る｡ (1)が (2)､ (3)より大きい条件は､T-(117r)･L/7r･Gとおくとき､
T<1とき､ (1-r)/ (1-V)<T,































ている (参照 :塩沢 『市場の秩序学』第11章)0
(1)木をよじ登り､枝の先まで進め｡ (2)酪駿の臭いするまで､待機せよ｡
(3)酪酸の臭いがしたら､脚を放せO (4)衝撃を受けたら､歩きまわれ｡
(5)温かい上ころがあれば､止まれ｡なければ(1)にもどれ｡
(6)膜に口器を突き刺 し､血を吸え｡
ダニのこのような行動は､qSS'q'という4つ組命令の集合として表現することがで
きる｡世界から読み取っている変数Sは､つねに少数であり､実行すべき行動は単純かつ
能力の範囲内にある｡ これは一種のチューリング機械とみなすことができ､その広範な可
能性が推測される｡内部状態 qにおいて､観測されるべき外部の状態 (Sか､非Sか)香
いかに設定するか｡それは聞き分けるべき信号の選別でもある｡ここに､この行動プログ
ラムの有用性を大きく左右する知識が内包されている｡動物は､外界のシミュレーション
を行うとはことなる仕方で､有用な知識を蓄積している｡
5.薄い世界仮説
H.A.Simonは､ ｢ほとんど空な世界｣仮説を唱えた.世界がゆるやか (loosely)に結合
しているためには､それは必要な仮説である｡上の考察を重ねて､わたしは ｢世界が薄い｣
という仮説を唱えたい｡世界は状況に無限の信号に満ちているが､一定の事態において有
用な信号の種類はごく限られている｡ ときに､それはある一定の変数がある間借を越える
か否かの判断で十分である｡ 情報は多ければ多いほどよいのではなく､必要な信号があら
かじめ選別されてあることにより､世界に,_かんする実時間での適切な対応が可能になる｡
なぜ世界は､このような構造をしているのか｡よい説明はないだろうか｡
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